
◇9月6日（日）

「肝がんにならないために～肝炎・肝がんの最新治療～」

愛知医科大学 医学部 内科学講座 教授 米田政志氏

名古屋大学大学院医学系研究科 消化器内科学 准教授 石上雅敏氏

藤田医科大学 医学部 消化器内科学Ⅱ 准教授 川部直人氏

名古屋市立大学 消化器・代謝内科学 講師・肝疾患センター長 藤原圭氏

「めざせ！食事の工夫で健康長寿＆いきいきライフ」

東海学園大学 健康栄養学部管理栄養学科 准教授 徳永佐枝子氏

「知っておきたい！きこえのこと」

理研産業補聴器センター 認定補聴器技能者 近藤崇洋氏

「特別講演! コロナ(COVID-19)社会を生き抜くには」

愛知医科大学 感染症科 教授 三鴨廣繁氏

「下肢静脈瘤の最新治療法～足の違和感、放置しないで！～」

いわた血管外科クリニック 院長 岩田博英氏

「緑内障を防ぐには？知っておきたい基礎知識」

中京眼科 副院長 渡邉三訓氏、中京眼科 高木勇貴氏

「健康づくりは“お口”のケアからはじめよう！」

RYO JIMBO DENTAL 院長 神保良氏、歯科衛生士主任 佐々木麻衣氏

本件のお問い合わせは、中日新聞広告局 ビジネス開発部 電話052-221-0692  （2020/10/09)

今年で8回目の開催となるはずだった「中日健康フェア」。1万人規模の来場がある、毎年恒例のイベントであるが、今年は9月

5日、6日の両日、「中日健康デー」としてオンラインで開催した。

新型コロナウイルスが猛威をふるっていた４月。もともとは吹上ホールでの開催を予定していたが、世の中のイベントが次々と中

止になっていき、広告主も出展の結論が出せず、様子見の状態が続いた。このままだとセールスもままならないし、やれたとしても

密を避けるため、集客できる人数は半分になるし、準備も間に合わない－。関係者一同で協議を重ねた結果、会場とオンライン

を組み合わせたハイブリットなイベントを目指そうという結論になった。

広告主には、リアルな会場＋オンライン参加での集客人数を提示し、万が一会場イベントが中止になっても、オンラインで実施

する企画案でセールス。協賛のOKをいただいた。また、高齢者がオンラインで視聴できるかという不安を払拭するため、6月～7月

にオンラインイベントをいくつか仕込み、年配の方向けにわかりやすい言葉で説明する「Zoom」のお試し体験会も設けた。そこで

得た経験を基に、読者に対応するマニュアルを作り、9月に備えた。

会場とオンラインのハイブリッドで準備を進めていたが、第二波の影響もあり、最終的には会場でのイベントは中止に。オンライン

のみでの開催となったが、2,157人の方の応募があり、当日は延べ1,601人が視聴、広告主にも満足いただける結果となった。
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会場イベント中止のなかで、延べ1,601人が視聴

「中日健康デー」 10講座をオンラインで開催
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◇9月5日（土）

「認知症になっても、おたがいさまで暮らしたい」

藤田医科大学 先進診断システム探索部門

高度薬学情報管理学 教授 山村恵子氏

「目を健康にして元気な身体へ！」

中京眼科 視覚研究所 所長 市川一夫氏

「これからの季節を健やかに過ごすための東洋医学に学ぶセルフケア」

養命酒製造株式会社 商品開発センター 薬剤師 秋山季理子氏

告知とともに、オンラインでの参加の流れを丁寧に解説しました。

事前申込の受付とともに視聴環境を確認できる「テスト動画」や
Q&Aコーナーなどを準備し、オンラインの不安払拭につとめました。

介護や食事療法など毎年「中日健康フェア」で人気のプログラムのほか、「with コロナ」をテーマとしたセミ
ナーなども実施。医師などによる10講座をオンラインで生配信し、2日間で延べ1,601人が視聴しました。

新聞

医師や専門家による
セミナーを動画で生配信


